
　
水
素
社
会
と
は
、電
気
や
ガ
ソ
リ
ン
の
よ
う
な
二
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、水
素
を
活
用
す
る
社
会
の
こ
と
で
あ
る
。利
用

時
に
は
N
O
x（
窒
素
酸
化
物
）も
S
O
x（
硫
黄
酸
化
物
）も

C
O
2
も
排
出
せ
ず
、出
て
く
る
の
は
水
だ
け
と
い
う
、究
極
の

ク
リ
ー
ン
な
社
会
が
実
現
で
き
る
。

　
水
素
社
会
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
が
、家
庭
用
燃
料
電

池
と
燃
料
電
池
自
動
車
で
あ
る
。前
者
は
水
素
を
燃
料
と
し

て
電
気
と
熱
を
作
り
出
す
機
器
で
、エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
と
い
う
名

称
で
市
販
さ
れ
、昨
年
末
に
普
及
台
数
が
15
万
台
を
超
え
た
。

後
者
は
水
素
を
燃
料
に
し
て
発
電
し
、モ
ー
タ
ー
を
駆
動
さ
せ

て
走
る
。国
は
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
1
6
0
カ
所
設
置
し
、

燃
料
電
池
自
動
車
4
万
台
の
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。ち
な

み
に
電
気
自
動
車
の
普
及
台
数
は
、2
0
1
4
年
度
末
時
点

で
約
7
万
台
だ
。

　
と
も
に
日
本
が
強
み
を
も
つ
需
要
サ
イ
ド
の
水
素
利
用
技

術
で
あ
る
が
、水
素
製
造
ま
で
含
め
る
と
、残
念
な
が
ら
必
ず

し
も
環
境
に
優
し
い
と
は
い
え
な
い
。現
状
で
は
L
P
G
改
質

（
※
1
）や
天
然
ガ
ス
改
質
に
よ
っ
て
水
素
を
製
造
し
て
い
る
た

め
、C
O
2
の
排
出
を
伴
う
か
ら
だ
。

　
真
の
水
素
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、水
素
製
造
も
含

め
て
環
境
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気
は
C
O
2
フ
リ
ー
で
あ
る
か
ら
、こ
の

電
気
を
用
い
て
水
を
電
気
分
解
す
れ
ば
ク
リ
ー
ン
な
水
素
が

得
ら
れ
る
。福
島
県
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
余
剰
電
力

を
用
い
て
水
素
を
作
り
、活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。

　
ま
た
、生
物
の
光
合
成
を
模
し
た
人
工
光
合
成
で
も
C
O
2

排
出
ゼ
ロ
の
水
素
を
製
造
で
き
る
。光
合
成
反
応
の
前
段
部

分（
明
反
応
）と
同
様
、太
陽
光
に
よ
っ
て
水
か
ら
水
素
を
作
る

研
究
開
発
が
国
内
外
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。国
内
で
は「
人
工

光
合
成
化
学
プ
ロ
セ
ス
技
術
研
究
組
合
」が
組
成
さ
れ
て
お

り
、計
画
ど
お
り
に
進
め
ば
2
0
2
0
年
代
に
は
水
素
製
造

プ
ラ
ン
ト
の
め
ど
が
つ
く
。2
ha
の
プ
ラ
ン
ト
を
約
3
〜
5
カ

所
設
置
す
れ
ば
全
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
供
給
量
を
ま
か
な
え

る
よ
う
に
な
る
。

　
自
動
車
用
燃
料
と
発
電
用
燃
料
は
今
の
と
こ
ろ
化
石
燃
料

に
依
存
し
て
い
る
。よ
り
多
く
の
燃
料
を
消
費
す
る
発
電
に
も

水
素
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、需
要
サ
イ
ド
ば
か
り
で

は
な
く
供
給
サ
イ
ド
の
電
気
も
C
O
2
か
ら
解
放
さ
れ
、本
格

的
な
水
素
社
会
の
到
来
と
な
る
。

（
※
1
）改
質
と
は
、天
然
ガ
ス
な
ど
の
炭
化
水
素
の
組
成
・
性
質
を
改
良

す
る
こ
と
。
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●家庭用燃料電池、燃料電池自動車は水素社会の重要な構成要素。

●水素製造もCO2フリーの環境に優しい方法が必須であり、人工光合成はその一つ。

●発電にも水素が用いられれば、需供両面から本格的な水素社会が実現。

［図］人工光合成化学プロセス技術研究組合の目指す水素製造プラント

出所：人工光合成化学プロセス技術研究組合（ARPChem）資料より三菱総合研究所作成

水素社会の一翼を担う
人工光合成

日本国内（日照：1,400kWh/Y㎡, 1,900h/Y）
変換効率 η＝10%想定時
水素生産量：44.8㎏/h（233㎏/day）

※NEDO 燃料電池・水素技術開発ロードマップ2010
　圧縮水素供給技術／圧縮水素ステーション
　2020年達成目標規模より

ソーラー水素供給量は水素ステーション（24h
稼働）供給能力の20‒36%相当 

Sun

ソーラー水素プラントソーラー水素プラント

水素ステーション
300‒500N㎥/h（27‒45㎏/h）ソーラー水素プラント  2ha

チャールズ・ダーウィン
Charles Darwin

地質学者・自然科学者
1809～1882
代表作： 『種の起原』、『ビーグル号航海記』

profile No.5

名 言

最も強いものが、あるいは最も知的なものが、生き残るわけではない
最も変化に対応できるものが生き残る

It is not the strongest of the species that survives, nor the most intelligent, but the one most responsive to change
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